
1



01 2



01

3



01

4
( )



01

5



02

6



山を削った畑であることから痩せていて水捌けが悪いので野菜などの栽培は難しい。
煙草が栽培されていた時期もあったが、その後は耕作されない畑が増加。
相続等により市街や県外の地権者が増加し、未管理地が増加。中には相続放棄された畑も。
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１aに２ｔ車で１０台も！ 大量の「堆肥」で土壌汚染

厚さは１５～２０ｃｍにも

広がる耕作放
棄地と不法投
棄されたゴミ
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◆幅３６cm、長さ1.9ｍの細型パネルで風と雨だ
れの影響を最小限に

◆パネルまでの高さは、３～３．５ｍで支柱間隔
は、４～５ｍで大型農業機械も使える

◆営農者の耕作を考え、発電よりも農業重視の
設計を一緒に進める
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ソーラーシェアリング発電設備

★畑の上で発電、下で農業

★自然を壊してつくる「メガソ

ーラー」の対極にある自然と

共存するソーラー発電

農
業
支
援

8万円/10a

村
つ
く
り
基
金

毎年400万円

設備が増える
ごとに増加

設備下
の
営農者

〇安定した農業経営の実現

〇魅力ある農業

〇有機栽培など新たな農業

へのチャレンジ

〇新規就農の拡大

〇耕作放棄地の解消

豊
和
村
つ
く
り
協
議
会

〇地域代表（各区長）

〇土地改良区

〇環境保全会

〇小学校・保育所＆PTA

〇地域の団体＆NPO

〇農業委員等

〇市民エネルギーちば

基金を活用した取組

〇耕作放棄地の再生

〇地域の環境保全活動

〇地域の活性化・振興

〇新規就農者や移住者支援

〇子供たちの育成・支援

魅
力
的
で
活
力
あ
る

地
域
の
存
続

持
続
可
能
な
社
会

売電収入

将来は500万円
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ソーラーシェアリ
ング（事業者）

地域のNPO

地
域
の
課
題
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
解
決

地域の団体

子どもたちの
育成・支援

グループ・個人

小学校（PTA）
保育所（保護者会）

主
体
的
で
自
立
し
た
取
り
組
み

基
金

協
議
会

原発マ
ネー

村つくり基
金

資金の
出所

税金
設備の売電
収入

受取側自治体地域

使い道
の決め
方

自治体
が決め
る

地域で協議
して決める

「原発マネー」と
何が違うの？

基
金
で
取
り
組
み
を
支
援
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地域の人たちが取り組み、基金が支える



こども教室への助成
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環境省の地
域循環共生
圏構想

私たちが豊和地区で進めて
きたことを匝瑳市全体に横
展開したいとの思い
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地域脱炭素ロード
マップ 2021年6月

• エネルギーの地産地消＝地域循
環経済で地域の活性化

• 再エネ拡大をつうじて地域課題
の解決につなげる

• 地方での脱炭素化の重要性と実
現のポティンシャルの高さ

• 匝瑳市のソーラーシェアリングを
「地域裨益型再エネ」として紹介
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・少子高齢化、人口減少などによ
る地域衰退の進行
・地域課題の深刻化と解決の難
しさ、必要性
・地域の衰退への危機意識
・脱炭素先行地域の取組で持続
可能な地域実現の可能性

＜協議会メンバー＞
・再エネ事業者
・地域電力会社
・地銀、信用金庫
・市会議員
・NPO団体や個人

〇市議や匝瑳市への働
きかけ

〇セミナー等による市民
への働きかけ

２
年
越
し
で
採
択
実
現〇思いを同じくする市職

員との連携

問題意識を
持った人の連
携で実現

地域の課題と実情

「ゼロカーボン匝瑳協
議会」結成 2022年3月

市と一体に
なって計画
作成
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資金・人材の域内循環

エネルギーの自給自足

持続可能な農業
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